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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
□■１．９月幹部会会議  
  
第１０回幹部会が９月４日開催されました。この会議に於いて、会費制度の改定が審議 
され、以下のように了承されました。 
  
（１）現行の年会費制（３千円/年/会員）を廃止し、入会金制（５千円/会員）を採用する。 
 （入会金制度とは、入会時に一度だけ会費を支払う制度です。） 
（２）現在会員となっている者（即ち、１期生のこと）は、初年度に支払った会費と新た 

に定める入会金との差額、２千円/会員を来年４月に支払うことで入会金を支払った 
ものとする。 

（３）この改定は来年４月１日付にて実施する。 
（４）会費制度の変更に伴う会則の改定は、会員総会の審議事項ですので、次回総会、 
又は臨時総会に諮り承認を得る。 
  
詳細の情報とどのようにして会員の皆様に審議して戴くかについては、追ってお知らせ 
することになります。 
  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
□■２．清里旅行記 
  
天の川を最後に見たのはいったいいつだったろう。辺りが闇に包まれる直前、それは姿を 
現した。誰もが言葉を失い、ため息をついた。自然の神秘がすべてを忘れさせる。究極の 
ロマンだ。キャンプ・ファイアが始まる。漆黒の空に満天の星が煌めいていた。火花はパ 
チパチと音を立てて跳ね、炎は勢いを増して高く燃え上がる。皆の顔はどれも上気し、笑 
い、歌っている。月が昇ってきた。 
  
昼間の空は暗かった。現代美術館を出た時には、一瞬雨が降りてきてヒヤリとする。天気 
予報は晴れだったのに・・現代美術館にはデユシャンの作品もあった。もちろん、かの“便 
器”の記事もあり、北山先生の「現代世界論」が懐かしい。館長の言葉には大いに引き込 
まれた。「物事を一方方向からばかり見ていると、見方を誤まる。」すべてに通じることだ。 
もっと話を聞きたかった。 
  
翌日、早朝の自然観察の前に温泉に飛び込む。露天風呂からの景色を独占した。外に出て 
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真っ青な空に、遠く富士山の雄姿を見つけて歓声を挙げる。やはり日本人は富士山が好き 
だ。私も然り。グループ・ディスカッションは４班に分かれ、それぞれのテーマについて 
議論した。私のグループでは各人の半生が披露され、各々の壮絶（？）な人生を読み取る 
ことが出来た。貴重な時間だった。 
  
今回は２日間の短い日程ではあったが、自然の素晴らしさと人との触れ合いを感じる有意 
義な旅だった。またいつか清泉寮を訪れることがあるならば、次回は季節を変えて訪ねた 
い。暖炉で薪を燃やしながら、揺れる炎を飽くことなく見つめるのもいいかもしれない。 
  
皆様、お疲れさまでした。 （川島京子 記） 
  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
□■３．山楽会の紹介 
  
去年の暮れにＲＳＳＣ４階のラウンジに『山登りの会を発足しませんか』と掲示したとこ 
ろ、２月にはなんと３０名を超える参加希望があり、いきなり目を丸くしてしまいました。 
皆さんから早速アンケートをとり、名称は『山楽会』と書いて（さんがくかい）と呼び、 
会の方針はシンプルに山歩きを楽しむということになりました。 
既に今年の3月に伊豆ケ岳（埼玉県秩父）、6月に鳴虫山（栃木県日光）そして7月には 
室伏さんのペンションに一泊して栂池、唐松岳（長野県白馬）山行を行い、10月初旬には 
秋の紅葉を楽しむ案を計画中です。現在のメンバーは約25名で女性が7割を占める賑やか 
な同好会です。 
  
会則がないのが会則で、いつでも気軽に山登りに参加でき、楽しむことができます。 
会費などももちろんなく入脱会はいつでも自由にできます。大半が初心者で日帰り登山が 
基本です。ですから最初のころはまるで小学生の遠足気分で、おしゃべりをしながら和気 
あいあいとこれが山登り？といった感じでした。先頭を歩くのはいつも頼れる小杉史朗隊 
長（早大山岳部ＯＢ）。いつもゆっくりと確実なペースを刻んでくれるので、メンバーは安 
心してついて登っているようです。楽しみは山頂で食べるお弁当。手造り、愛妻、コンビ 
ニ弁当ありで時にはおかずを交換し合ったりして、いつも賑やかです。途中の山道に目を 
やれば高山植物が華麗な姿を見せ、心地よい疲れを感じながらも自然を満喫しています。 
  
今後もまさに中高年のお手本になるような山歩き同好会を目指し、無理せず、無事故で活 
動を続けていきたいと考えています。 （池田務 記） 
  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
□■４．公開講演会情報 
  
１．「経済社会へのファンドのインパクト」 

9月26日（土）16:30-18:30 
講師：木澤実氏 
池袋キャンパス8304教室 

詳しくはhttp://www.rikkyo.ac.jp/events/2009/09/5652/ 
  
２．「2009年度産学連携公開セミナー・としま公開ビジネス講座」 

第4回 10月8日 （木） 18:30-20:00 
「中小企業の知財戦略」 

講師：柴田徹氏 
池袋キャンパス8202教室 

詳しくはhttp://www.rikkyo.ac.jp/sindaigakuin/bizsite/kouenkai/#0001 
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３．「異文化コミュニケーション研究科主催公開講演会」 
10月3日（土） 15:00-18:00 
「翻訳学への招待」「日本の近代化に翻訳が果たした役割」 
池袋キャンパス8号館8101教室 
講師：鳥飼玖美子、長沼美香子 
柳沢章氏（桃山学院大学元教授） 

 詳しくはhttp://www.rikkyo.ac.jp/events/2009/10/5579/ 
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立教セカンドステージ大学同窓会総務委員会 
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